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【評価機関概要（評価機関記入）】

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇
〇

〇
〇

〇 〇

〇

訪問調査日

・利用者本位を第一に、ホームのあらゆる生活場面で利用者さんが主体的に参加出来るよう職員一同
取り組んでいる。
・外出外食や季節の行事など、イベントが多い。年1回バス旅行のバス旅行では、ご家族にも参加しても
らって家族旅行として楽しんでいただいている。
・併設するデイサービスと普段から連携を図っており、互いに利用者同士の交流や気分転換の場となっ
ている。
・周囲は自然に囲まれていてとてものどかな雰囲気がある。一方で市内へのアクセスも容易で、買物な
どのおでかけもしやすい。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
職員は利用者に優しく声かけを行い、会話や表情から希望や思いを把握し、心を込めてケアに当たっ
ている。運営推進会議を通じ、地域の体育祭や文化祭、神社の清掃などに出かけたり、ホーム主催の
「ひがし野の夕べ」に大勢の地域の方を招待して交流を盛んに行っている。コンテストに出場するという
目標を掲げ、テレビで放送されている体操を機能維持訓練として取り入れ、見事優勝するといったアイ
デアあふれる取り組みもなされている。協力医による週１回の往診があり、さらに24時間体制で連携を
とっている。歯科医は月１回の往診があり健康管理も充実している。

基本情報リンク先

松山市畑寺町丙６８－１所在地

グループホームひがし野

松山市持田町三丁目８番１５号

社会福祉法人 愛媛県社会福祉協議会

評 価 結 果 概 要 表

3870104720

法人名 有限会社　ノリテック

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号

所在地

事業所名

評価機関名

自己評価作成日

※「介護サービス情報の公表」制度にて、基本情報を公表している場合のみ、ここに記載

平成22年2月19日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当する項目に○印

2. 家族の２/３くらいと
63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

2. 数日に1回程度

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

3. たまに
4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

3. たまにある

3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが

3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業
所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

68

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

59

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

平成　　22　年　　3　月　　19　日

（別表第１の３）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）
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愛媛県　ひがし野 平成２２年５月１２日

サービス評価自己評価項目  
  (評価項目の構成) 【記入方法】

　Ⅰ.理念に基づく運営

　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

　Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援   ※用語について

  ●職   員＝「職員」には、管理者および非常勤職員を含みます。

　

評価完了日 ２２年　　　２月　　１９日

（別表第１の２）

自己評価及び外部評価結果表

　●　指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ユニット）ごとに、管理者が
　　　 介護職員と協議のうえ記入してください。

　●　全ての各自己評価項目について、「実施状況」を記入してください。

　（注）　自己評価について、誤字脱字等の記載誤り以外、外部評価機関が記載内容等を
　　　　　修正することはありません。

  ●家族等＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。
                   （他に「家族」に限定する項目がある）

  ●運営者＝事業所の具体的な経営・運営に関わる決定権を持つ、管理者より上位の
                  役職者（経営者と同義）。

  ●チーム＝一人の人を関係者が連携し、共通認識で取り組むという意味です。
                  関係者とは管理者・職員はもとより、家族、かかりつけ医、包括支援センターなど、
                  事業所以外で本人を支えている関係者を含みます。

事業所名　 グループホームひがし野

(ユニット名） １Ｆ　なのはな

記入者（管理者）

氏　名 新土居　和仁

ホップ 職員みんなで自己評価!

ステップ 外部評価でブラッシュアップ!!

ジャンプ 評価の公表で取組み内容をＰＲ!!!

－サービス向上への３ステップ－
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（別表第１）

自己評価及び外部評価表 【セル内の改行は、「Altｷｰ」＋「Enterｷｰ」です】

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
誠心誠意の下に５つの理念を作っており、毎日の朝礼
や月２回のカンファレンスで斉唱して周知している。
日々の業務における行動指針として常に意識するよう
心掛けている。
カンファレンスでも話し合い、理念に基づいたケアが
できているかを確認している。

(外部評価)
「誠心誠意」を基本理念とし、５つの目標を掲げ、毎
日の朝礼や月２回の会議で唱和し、全職員で共有しつ
つ日々のケアの実践に努めている。

(自己評価)
運動会や文化祭などの地域行事に積極的に参加してい
る。月２回は地域の老人クラブと交替で近所の神社清
掃にも出かけている。秋祭りではスタッフが神輿を担
ぐなど、地域の一員という考えを持って参加してい
る。その他畑作りなども地域の方に教えてもらい行っ
ている。

(外部評価)
自治会に入会し、職員は町内の清掃や神輿の運行に参
加したり、公民館で認知症に関する講義を行ったりし
ている。利用者は神社の清掃や地域の行事に参加し交
流を楽しんでいる。中学生の体験学習を受け入れ、保
育園児が訪れ、また「ひがし野の夕べ」には地域の方
が訪れ交流している。

(自己評価)
運営推進会議で地域の方々に認知症に関する理解と対
応について情報を提供している。
去年には公民館を借りて認知症に関する講習会（認知
症サポーター養成講座）を行い、地域の方々に認知症
に対する理解を深めてもらう機会を設けた。

○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続け
られるよう、事業所自体が地域の一員とし
て日常的に交流している

3

○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認
知症の人の理解や支援の方法を、地域の
人々に向けて活かしている

2 2

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業
所理念をつくり、管理者と職員は、その理
念を共有して実践につなげている
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
運営推進会議では町内会役員・民生委員・老人会・包
括センター・市介護保険課・家族・入居者が参加し、
行事や運営に関する報告や意見交換を行なっている。
今年度は設立５周年記念に作成したホームの歩みを収
録したＤＶＤの鑑賞会なども行なった。

(外部評価)
年間に６回、様々な立場の方の出席を得て開催してい
る。出席者は会議の意義や役割を理解しており、意見
交換が活発に行われているのが、詳細な議事録から確
認できる。出された意見はホームの運営やサービス向
上に活かされるよう管理者を中心に取り組みがされて
いる。

(自己評価)
運営推進会議へ招くなどして活動状況を伝えながらコ
ミュニケーションを図っている。

(外部評価)
市の介護保険や生活保護の担当と連携を十分に取り、
利用者の生活がより良くなるように努めている。内部
研修では、講師をしてもらったこともある。地域包括
支援センターとの連携も取り支援してもらっている。

(自己評価)
カンファレンス等で取り上げ、理念に基づいた対応を
心掛ける事で現場から身体拘束行為を排除できるよう
に努めている。
身体拘束の指定基準についてもスタッフ全員に周知さ
せている。

(外部評価)
職員は身体拘束の対象となる言動を正しく理解してお
り、人権を大切にした暮らしが送れるよう支援してい
る。安全確保のため日中も施錠をしていることもある
が、外出傾向を把握して、一人ひとりを見守りながら
安全な生活を確保するように努めている。

6 5

○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正し
く理解しており、玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでいる

5 4

○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、
事業所の実情やケアサービスの取組みを積
極的に伝えながら、協力関係を築くように
取り組んでいる

4 3

○運営推進会議を活かした取組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告
や話し合いを行い、そこでの意見をサービ
ス向上に活かしている
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
各研修に参加して学ぶ機会を得ると共に、研修参加者
がカンファレンス等を通じて他のスタッフが情報を共
有できるようにしている。

(自己評価)
各研修に参加して学ぶ機会を得ると共に、研修参加者
がカンファレンス等を通じて他のスタッフが情報を共
有できるようにしている。
必要に応じて制度を有効に活用できるように、ホーム
に資料を用意して説明できる体制をとっている。

(自己評価)
利用者の立場に立って契約に関する説明をし、不安点
や疑問点の解消に努めている。

(自己評価)
利用者からの訴えにはその都度対応することを心掛け
ている。
ご家族の意見は月２回の運営推進会議や家族会などで
出たものについて検討し、運営に反映させている。

(外部評価)
代表者や管理者は家族との連絡を密にすることが、意
見や要望を出してもらいやすくする一番の方法と考え
ており、どんな意見や要望も真摯に受け止め運営に反
映するよう努力をしている。毎月「ひがし野便り」を
発行し家族に配布したり、電話や面会時にホームの行
事や利用者の生活の様子を伝えている。

○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職
員並びに外部者へ表せる機会を設け、それ
らを運営に反映させている

10 6

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し合い、それら
を活用できるよう支援している

9

○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用
者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な
説明を行い理解・納得を図っている

7

○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につ
いて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業
所内での虐待が見過ごされることがないよ
う注意を払い、防止に努めている
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
月２回のカンファレンスで毎回意見・質問の場を設け
て参加者全員で話し合っている。

(外部評価)
代表者は職員との日々のコミュニケーションを大切に
しており、月２回開催されるミーティングにも参加し
職員からの些細な意見でも聞くようにしている。ま
た、職員もよりよいホームの運営が利用者の利益につ
ながることを理解しており、代表者や管理者に提案を
している。

(自己評価)
毎年個人面談が実施されており、スタッフの目標設定
や努力、あるいは職場環境や待遇面について代表者と
話し合う機会が設けられている。

(自己評価)
日々のケアの実施状況や経験年数に応じて講習や研修
を受けている。

(自己評価)
グループホーム相互研修に参加したり各研修に参加す
る事で同業者との交流を図っている。

(自己評価)
入居前に得た情報を全職員で共有してケアにあたるよ
うにしている。
初期の様子には特に注意を払い、訴えや気づきは直近
のカンファレンスで検討を行っている。また、より詳
しい状況把握のためにご家庭への訪問も実施してい
る。

13

○職員を育てる取組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケア
の実際と力量を把握し、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きながらトレーニ
ングしていくことを進めている

14

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流す
る機会をつくり、ネットワークづくりや勉
強会、相互訪問等の活動を通じて、サービ
スの質を向上させていく取組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、本人が
困っていること、不安なこと、要望等に耳
を傾けながら、本人の安心を確保するため
の関係づくりに努めている

11 7

○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聞く機会を設け、反映させてい
る

12

○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整備に努めて
いる
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
入居の前段階での本人及びご家族の意向や生活暦など
を聞き取るとともに、施設の方針を説明することで双
方の不安や疑問点を解消できるように努めている。

(自己評価)
本人とご家族の意向や状況は事前に充分確認し、必要
に応じてデイサービスの利用など、よりニーズに即し
た対応ができるように留意している。

(自己評価)
介護する側・される側の関係ではなく、行事を準備段
階から一緒に行ったり食事作りや掃除のやり方を教え
てもらったりしながら、生活の主体となってもらえる
ように支援している。

(自己評価)
来所時や毎月の報告などでコミュニケーションを図
り、本人の状況と課題を共有する事で共によりよいケ
ア作りが行えるように努めている。

(自己評価)
思い出の場所や入所前に住んでいた地域などは買物や
外出の際に可能な限り立ち寄れるよう支援している。
友人等の面会も受け入れている。

(外部評価)
近くのスーパーに出かけたり、行きつけの美容室に
行ったりしている。馴染みの回転寿司店で利用者の好
きなパンを特別に流してもらったりしている。利用者
の生家等を昔探検としてドライブし、利用者の昔話か
ら大切に思っている場所や人を把握するよう職員は努
力している。

16

○初期に築く家族等との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、家族等
が困っていること、不安なこと、要望等に
耳を傾けながら、関係づくりに努めている

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人
や場所との関係が途切れないよう、支援に
努めている

19

○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場にお
かず、本人と家族の絆を大切にしながら、
共に本人を支えていく関係を築いている

18

○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場にお
かず、暮らしを共にする者同士の関係を築
いている

17

○初期対応の見極めと支援
サービスの利用を開始する段階で、本人と
家族等が「その時」まず必要としている支
援を見極め、他のサービス利用も含めた対
応に努めている

7 愛媛県社会福祉協議会　評価調査班



愛媛県　ひがし野 平成２２年５月１２日

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
常に入居者同士の関係に気を配っている。
それぞれの関係を充分に把握して関係の円滑化とトラ
ブルの防止に留意している。
レクリエーションやお手伝いなど、もっている力を発
揮しながら楽しく参加出来るよう支援している。

(自己評価)
退所後でも、いつでも来所できるように声掛けをして
いる。施設に移った場合は電話や訪問などで経過の把
握に努めている。ご家族が行事に参加したり、準備段
階から手伝いに来てくれることもある。在宅に戻られ
た方が再び併設するデイを利用してホームのお友達や
スタッフとの馴染の関係を継続できた例もある。

(自己評価)
利用者本位を念頭に、様々な想いを汲み取るよう心掛
けている。
上手く伝えられない方でも表情や態度などからスタッ
フが得た気づきをカンファレンスで共有して支援のあ
り方を検討している。

(外部評価)
日々のケアの中で極力声かけに努め、ときには利用者
のの居室でゆっくりと話を聴き希望や思いを把握して
いる。気付いた事は申し送りノートやカンファレンス
等で職員全員で共有し、できる事はすぐに実行するよ
う努めている。

(自己評価)
入居前の生活暦等をアセスメントし、今まで使ってい
た家具や仏壇、身の回りの物を居室に設置して入居前
の環境に近づけることで、安心して生活できるよう支
援している。
入浴の時間帯や散歩などの日課についても変化を 低
限に留められるよう支援している。

(自己評価)
毎朝バイタル測定を実施し、排泄時や入浴時に皮膚の
状態を確認し、心身状態の把握に努めている。
日常生活の中でできる事を探し、スタッフや他の入居
者と一緒に行えるよう支援している。

23 9

○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向
の把握に努めている。困難な場合は、本人
本位に検討している

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

25
○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、
有する力等の現状の把握に努めている

24

○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、
生活環境、これまでのサービス利用の経過
等の把握に努めている

22

○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これ
までの関係性を大切にしながら、必要に応
じて本人・家族の経過をフォローし、相談
や支援に努めている

21

○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが
孤立せずに利用者同士が関わり合い、支え
合えるような支援に努めている
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
月２回のカンファレンスで各ユニットごとに担当者を
含めた全員で話し合って介護計画を立てている。
毎月のモニタリングやご家族との意見交換で上がった
内容についても検討している。

(外部評価)
担当制を取り入れており、担当者が生活の様子や健康
状態を把握して月２回のカンファレンスで話し合い、
本人や家族の希望を取り入れ介護計画を作成してい
る。３～６か月毎に見直しをしているが、状態の変化
に応じその都度対応している。

(自己評価)
月２回のカンファレンスや個人記録の記入を行うこと
で、日々の気づきをスタッフ間で共有し、ケアの質の
向上に努めている。

(自己評価)
ケアマネジャーとも相談しながらニーズに応じた対応
ができるように努めている。
併設するデイサービスとも交流を図り、立地などの特
性を生かして流動的なサービスが提供できるように努
めている。

(自己評価)
町内行事への参加や近所のスーパーへの買物など、本
人の状況に応じた社会参加ができるように支援してい
る。
外食にも地元にいきつけの店が何件もあり、顔馴染に
なっている。

28

○一人ひとりを支えるための事業所の多機
能化
本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ
れない、柔軟な支援やサービスの多機能化
に取り組んでいる

29

○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源
を把握し、本人が心身の力を発揮しながら
安全で豊かな暮らしを楽しむことができる
よう支援している

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアの
あり方について、本人、家族、必要な関係
者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映し、現状に即した介護計画を作成
している

27

○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや
工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を
共有しながら実践や介護計画の見直しに活
かしている
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
本人・家族の同意の下に協力病院の往診を受けてい
る。
来所前からのかかりつけ医への受診もスタッフやご家
族の同行で継続できる体制をとっている。

(外部評価)
入居以前からのかかりつけ医で受診することも、協力
医の診察を受けることもできるようにしている。週１
回協力医が往診に訪れ、24時間体制で連携が取れてい
る。歯科医は月１回の往診があり、治療が必要な場合
は受診支援を行っている。健康診断は年１回受けるよ
うにしており、健康管理には十分配慮がされている。

(自己評価)
日常の気づきはその都度ホームの看護師に伝え、必要
に応じて医療機関への受診につなげている。

(自己評価)
入院先の病院と密に連絡を取り、経過と退院時期につ
いて相談し、可能な限り早期の再入居ができるよう対
応している。
スタッフの定期的なお見舞いでも情報交換や交流を
図っている。

(自己評価)
入居時及び実際に必要となった場合の両方で話し合い
の場を持ち、重度化や終末期の対応について方針を確
認し合っている。
必要に応じて提携している医療機関にも同席してもら
い専門的立場からの意見も参考に取り入れている。

(外部評価)
家族との話し合いの機会を密に持ち、主治医や看護師
等とも連携を取り方針や情報の共有に努めている。代
表者をはじめ職員全員で、利用者本位でできる限りの
ことをしたいとの思いがあり、研修会等にも積極的に
参加して行きたいと考えている。

終末期ケアに関する外部研修へ積極的に参加し、内部
での勉強会等を精力的に行うことにより、職員の技術
や精神面のさらなるレベルアップを図ることを期待し
たい。

32

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できる
ように、また、できるだけ早期に退院でき
るように、病院関係者との情報交換や相談
に努めている。または、そうした場合に備
えて病院関係者との関係づくりを行ってい
る。

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支
援
重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合い
を行い、事業所でできることを十分に説明
しながら方針を共有し、地域の関係者と共
にチームで支援に取り組んでいる

30 11

○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業所
の関係を築きながら、適切な医療を受けら
れるように支援している

31

○看護職との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた
情報や気づきを、職場内の看護職員や訪問
看護師等に伝えて相談し、個々の利用者が
適切な受診や看護を受けられるように支援
している
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
毎年町内で開かれる心肺蘇生法に関する講習に参加し
ている。
緊急時対応マニュアルを作成し、どの職員でも一定の
レベルで対応できるようにしている。

(自己評価)

年に一度消防署の指導の下で避難訓練を実施してい
る。
毎月１度はホームで避難・初期消火・通報等の訓練を
実施している。特にスタッフが少なくなる夜間を想定
した訓練に力を入れている。

(外部評価)
消防署の指導を得て夜間を想定し、また地域の自主防
災組織の協力を得て、年間２度の避難訓練を実施して
いる。救命救急に対応できる職員の養成やスプリンク
ラーの設置等の計画もあり防災に対する意識は高い。
運営推進会議を通じて近隣住民への協力も要請してい
るが協力体制が構築されているとまでは言えない。

非常事態に備え、近隣住民にも協力が得られる関係づ
くりや緊急連絡網の訓練を定期的な実施、家具類の固
定等の取り組みを期待したい。また、訓練で得たこと
や問題点を明確にし効率的に訓練を実施するために実
施記録を整備することを期待したい。

(自己評価)
ケアプランの段階から９人の利用者それぞれの「その
人らしさ」を生かせるように検討している。
入浴や排泄時には特に留意し、誇りを傷つけないよう
声掛けや環境整備に努めている。接遇についてはカン
ファレンスで取り上げ、人生の先輩に対する態度につ
いて考える場を設けている。

(外部評価)
個人情報の取り扱いに関しては、全職員が十分認識し
ている。人生の先輩として尊敬の念を持ち、プライド
を傷つけることのないよう、日々優しく声かけを行
い、心を込めてケアに当たっている。

(自己評価)
お茶の時間、外食時に希望を聞いて好みのものを選ん
でもらったり更衣時に介助が必要な方には着たい洋服
を選んでもらったりと、相手に合わせた対応をしてい
る。

37
○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表した
り、自己決定できるように働きかけている

36 14

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ
バシーを損ねない言葉かけや対応をしてい
る

34

○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全て
の職員は応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行い、実践力を身に付けている

35 13

○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を全職員が身
につけるとともに、地域との協力体制を築
いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
個々人の買物や外出の希望に対し、それに添えるよう
に努めている。
外出などへの参加を希望されない方がいる場合でも他
のフロアースタッフと一緒に留守番するなど、本人の
意思を尊重できるよう支援している。

(自己評価)
朝、外出時、汚れた時等、その時々に合わせて更衣・
整容し、その人らしい身だしなみができるよう努めて
いる。
散髪なども馴染の店がある場合はそこでカットやカ
ラーリングなど出来るように支援している。

(自己評価)

毎日一緒にコミュニケーションをとりながら食事作り
や片づけをしている。
希望や状態にあった食事を提供して香りや視覚でも楽
しめるよう彩にも配慮している。

(外部評価)
食事の準備や片付けを手伝っている利用者もいる。会
話を楽しみながら家庭的な雰囲気で食事ができるよう
配慮されており、好みによってパンやきざみ食も用意
されている。お茶の時間には好みで飲み物が選べるよ
う複数用意している。外食や行事の時はバイキング食
を提供している。

(自己評価)
一日の食事量と水分量をチェックして摂取量が把握で
きるよう記録に残している。
栄養のバランスを考え、職員が入居者の好みも聞きな
がら献立を考えている。
一人ひとりの嗜好に応じて支援している。

(自己評価)
食後の声掛けにて口腔ケアは定着しており、自分で出
来ない箇所は職員が介助している。
夜間は義歯をはずして洗浄し、毎日の清潔保持に努め
ている。

42

○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に応
じた口腔ケアをしている

40 15

○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひと
りの好みや力を活かしながら、利用者と職
員が一緒に準備や食事、片付けをしている

41

○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を
通じて確保できるよう、一人ひとりの状態
や力、習慣に応じた支援をしている

38

○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その
日をどのように過ごしたいか、希望にそっ
て支援している

39
○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができ
るように支援している
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
排泄パターンを把握するために記録を行い、それを参
考に本人の意向を確認して声掛け誘導をし、トイレで
の排泄支援を行っている。
失敗してしまった場合の声掛けや対応にもプライドを
傷つけないよう細心の注意を払っている。

(外部評価)
一人ひとりの排泄のチェックが詳細に記録され、排泄
パターンが把握されている。職員はさりげなく声かけ
をしながら排泄支援を行っている。また、チェック表
には摂取水分量も一緒にチェックすることができるた
め、一連で確認することができる。

(自己評価)
ヨーグルトやヤクルトの提供や毎日の活動に体操や散
歩などの全身運動をとり入れている。
定期的な排泄の声掛けを行い、自然排便の促進に努め
ている。

(自己評価)
入居者一人ひとりの希望を聞き、毎日入浴したい方に
は毎日入ってもらったり、時間帯についてもほぼ希望
にそえるように支援している。

(外部評価)
希望により毎日入浴することも可能で、少なくとも週
に３回は入浴できるよう支援を行っている。利用者の
心情を十分察し、声をかける方法やタイミング等を考
慮し、気持ちよく入浴を楽しんでもらえるよう工夫し
ている。状況により、足湯やシャワー浴を使用する利
用者もいる。

(自己評価)
疲れたときには居室で横になるなどして休めるように
支援している。
昼間はレクリエーションや散歩などで適度に体を動か
してもらい、良く睡眠が取れるように支援している。

46

○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に
応じて、休息したり、安心して気持ちよく
眠れるよう支援している

44

○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物
の工夫や運動への働きかけ等、個々に応じ
た予防に取り組んでいる

45 17

○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて
入浴を楽しめるように、職員の都合で曜日
や時間帯を決めてしまわずに、個々に応じ
た入浴の支援をしている

43 16

○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人
ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活か
して、トイレでの排泄や排泄の自立にむけ
た支援を行っている
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
薬の管理は職員が行い、日付・氏名・内服時間を３重
にチェックすることで正しく内服できるよう支援して
いる。
入居者の記録ケースからすぐに何の薬が処方されてい
るのかを把握し、病状の変化にも対応できるように努
めている。

(自己評価)
朝の掃除ではそれぞれが自分の役割となっていること
を自発的あるいは声掛けにより行っている。
生活暦を考慮した楽しみや気分転換を図れるように支
援している。

(自己評価)
毎日の食材調達の買物には利用者の方を誘って出かけ
ている。その他にもドライブや散歩など、希望があれ
ばその都度実施している。
月に１回は外出と外食に出掛けている。
過去に住んでいた地域など、外出の行き帰りなどに寄
り道して訪れたりもする。

(外部評価)
毎日の食材の買い物にスーパーに出かけたり、ホーム
の近くにある季節の草花や農作物が楽しめる小道を散
歩したりしている。また、利用者の希望を取り入れな
がら外食をしたり、普段行けないようなところにも計
画を立てて外出している。利用者と職員が一緒になっ
てイベントに参加し、賞をもらったこともある。

(自己評価)
自己管理できる方には必要な日用品や嗜好品が買える
程度のお金をお小遣いとして渡している。そうでない
方は職員が管理し、毎日の買物時に希望を聞くなどし
て一緒に購入できるように支援している。

(自己評価)
先方に事情の無い限りは、希望があれば自由に連絡が
取れるように支援している。

○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを
理解しており、一人ひとりの希望や力に応
じて、お金を所持したり使えるように支援
している

51

○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援を
している

50

49 18

○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外
に出かけられるよう支援に努めている。ま
た、普段は行けないような場所でも、本人
の希望を把握し、家族や地域の人々と協力
しながら出かけられるように支援している

47

○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作
用、用法や用量について理解しており、服
薬の支援と症状の変化の確認に努めている

48

○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支
援をしている
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
季節に合った飾りを置いたり雨の日には洗濯物をリビ
ングに干すなど、日々の変化を感じられるように支援
している。
照明の明るさや冷暖房、テレビの音量などは利用者の
意見を聞きながら調整している。

(外部評価)

リビングには、座り心地のよいソファがあり、ゆった
りくつろげる。天窓からは心地よい光が差し込み、さ
らに季節を感じさせる装飾が華やかに飾り付けられ、
季節の移り変わりを感じることができる。食事をとる
空間とくつろぐ空間を明確に分けており、生活にメリ
ハリをつける工夫がなされている。

(自己評価)
楽しそうに会話している方々はそのまま見守ったり、
一人で退屈そうな方は会話やレク等に誘ったり、逆に
一人になりたい方は居室に誘導するなど支援してい
る。

(自己評価)
家具は使い慣れた物を自由に持ってきてもらってい
る。可能であればご本人と相談しながら使いやすい配
置にしている。

(外部評価)
居室前には、顔写真の入ったフレームを飾り、入り口
には各人の好みの素敵な暖簾をかけている。どの部屋
からも庭や裏山が眺められ、自然の移り変わりを感じ
取ることができる。テレビ、タンス、愛用の時計など
を置き、お花や写真、人形等を飾って、自分の部屋ら
しく、居心地よく過ごせるよう工夫している。

(自己評価)
設計段階から入居者の方が自由にいきいきと生活でき
る作りにしている。
特に台所はカウンターの両側から入れるようになって
おり、視線を遮る仕切りもなく、リビング・ダイニン
グと一体になって料理作りが楽しめる環境になってい
る。

○共用空間における一人ひとりの居場所づ
くり
共用空間の中で、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせるよ
うな居場所の工夫をしている

54 20

○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族
と相談しながら、使い慣れたものや好みの
ものを活かして、本人が居心地よく過ごせ
るような工夫をしている

○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって
不快や混乱をまねくような刺激（音、光、
色、広さ、温度など）がないように配慮
し、生活感や季節感を採り入れて、居心地
よく過ごせるような工夫をしている

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり
建物内部は一人ひとりの「できること」や
「わかること」を活かして、安全かつでき
るだけ自立した生活が送れるように工夫し
ている

53

52 19

15 愛媛県社会福祉協議会　評価調査班



愛媛県　ひがし野 平成２２年５月１２日

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇
〇

〇
〇

〇 〇

〇

3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が

4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業
所の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当する項目に○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 ※「介護サービス情報の公表」制度にて、基本情報を公表している場合のみ、ここに記載 職員は利用者に優しく声かけを行い、会話や表情から希望や思いを把握し、心を込めてケアに当たっ
ている。運営推進会議を通じ、地域の体育祭や文化祭、神社の清掃などに出かけたり、ホーム主催の
「ひがし野の夕べ」に大勢の地域の方を招待して交流を盛んに行っている。コンテストに出場するという
目標を掲げ、テレビで放送されている体操を機能維持訓練として取り入れ、見事優勝するといったアイ
デアあふれる取り組みもなされている。協力医による週１回の往診があり、さらに24時間体制で連携を
とっている。歯科医は月１回の往診があり健康管理も充実している。

評価機関名 社会福祉法人 愛媛県社会福祉協議会

所在地 松山市持田町三丁目８番１５号

訪問調査日 平成　　22　年　　3　月　　19　日

所在地 松山市畑寺町丙６８－１

自己評価作成日 平成22年2月23日

（別表第１の３）

評 価 結 果 概 要 表

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 3870104720 ・利用者本位を第一に、ホームのあらゆる生活場面で利用者さんが主体的に参加出来るよう職員一同
取り組んでいる。
・外出外食や季節の行事など、イベントが多い。年1回バス旅行のバス旅行では、ご家族にも参加しても
らって家族旅行として楽しんでいただいている。
・併設するデイサービスと普段から連携を図っており、互いに利用者同士の交流や気分転換の場となっ
ている。
・周囲は自然に囲まれていてとてものどかな雰囲気がある。一方で市内へのアクセスも容易で、買物な
どのおでかけもしやすい。

法人名 有限会社　ノリテック

事業所名 グループホームひがし野
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サービス評価自己評価項目  
  (評価項目の構成) 【記入方法】

　Ⅰ.理念に基づく運営

　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

　Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援   ※用語について

  ●職   員＝「職員」には、管理者および非常勤職員を含みます。

　

２Ｆ　こすもす

（別表第１の２）

自己評価及び外部評価結果表

　●　指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ユニット）ごとに、管理者が
　　　 介護職員と協議のうえ記入してください。

　●　全ての各自己評価項目について、「実施状況」を記入してください。

　（注）　自己評価について、誤字脱字等の記載誤り以外、外部評価機関が記載内容等を
　　　　　修正することはありません。

  ●家族等＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。
                   （他に「家族」に限定する項目がある）

記入者（管理者）

氏　名 新土居　和仁

評価完了日 ２２年　　 ２月　　１９日

  ●運営者＝事業所の具体的な経営・運営に関わる決定権を持つ、管理者より上位の
                  役職者（経営者と同義）。

  ●チーム＝一人の人を関係者が連携し、共通認識で取り組むという意味です。
                  関係者とは管理者・職員はもとより、家族、かかりつけ医、包括支援センターなど、
                  事業所以外で本人を支えている関係者を含みます。

事業所名　 グループホームひがし野

(ユニット名）

ホップ 職員みんなで自己評価!

ステップ 外部評価でブラッシュアップ!!

ジャンプ 評価の公表で取組み内容をＰＲ!!!

－サービス向上への３ステップ－
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（別表第１）

自己評価及び外部評価表 【セル内の改行は、「Altｷｰ」＋「Enterｷｰ」です】

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
理念は毎朝の朝礼や月２回のカンファレンスで斉唱し
ている。
目につくところに掲示していつも見られるようにして
いる。
理念に基づきケアできるようカンファレンス等で話し
合いの場を設けている。

(外部評価)
「誠心誠意」を基本理念とし、５つの目標を掲げ、毎
日の朝礼や月２回の会議で唱和し、全職員で共有しつ
つ日々のケアの実践に努めている。

(自己評価)
運動会や文化祭などの地域行事に積極的に参加してい
る。月２回は地域の老人クラブと交替で近所の神社清
掃にも出かけている。秋祭りではスタッフが神輿を担
ぐなど、地域の一員という考えを持って参加してい
る。その他畑作りなども地域の方に教えてもらい行っ
ている。

(外部評価)
自治会に入会し、職員は町内の清掃や神輿の運行に参
加したり、公民館で認知症に関する講義を行ったりし
ている。利用者は神社の清掃や地域の行事に参加し交
流を楽しんでいる。中学生の体験学習を受け入れ、保
育園児が訪れ、また「ひがし野の夕べ」には地域の方
が訪れ交流している。

(自己評価)
運営推進会議で地域の方々に認知症に関する理解と対
応について情報を提供している。
去年には公民館を借りて認知症に関する講習会（認知
症サポーター養成講座）を行い、地域の方々に認知症
に対する理解を深めてもらう機会を設けた。

3

○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認
知症の人の理解や支援の方法を、地域の
人々に向けて活かしている

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1

○理念の共有と実践
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業
所理念をつくり、管理者と職員は、その理
念を共有して実践につなげている

2 2

○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続け
られるよう、事業所自体が地域の一員とし
て日常的に交流している
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
運営推進会議では町内会役員・民生委員・老人会・包
括センター・市介護保険課・家族・入居者が参加し、
行事や運営に関する報告や意見交換を行なっている。
今年度は設立５周年記念に作成したホームの歩みを収
録したＤＶＤの鑑賞会なども行なった。

(外部評価)
年間に６回、様々な立場の方の出席を得て開催してい
る。出席者は会議の意義や役割を理解しており、意見
交換が活発に行われているのが、詳細な議事録から確
認できる。出された意見はホームの運営やサービス向
上に活かされるよう管理者を中心に取り組みがされて
いる。

(自己評価)
運営推進会議へ招くなどして活動状況を伝えながらコ
ミュニケーションを図っている。

(外部評価)
市の介護保険や生活保護の担当と連携を十分に取り、
利用者の生活がより良くなるように努めている。内部
研修では、講師をしてもらったこともある。地域包括
支援センターとの連携も取り支援してもらっている。

(自己評価)
指定基準にある１１項目も含めて身体拘束につながる
事例がないよう日々のケアで注意している。
玄関先は防犯のため鍵をかけているが、普通の鍵であ
り入居者の方も自由に開けて玄関先の池を眺めたりし
ている。

(外部評価)
職員は身体拘束の対象となる言動を正しく理解してお
り、人権を大切にした暮らしが送れるよう支援してい
る。安全確保のため日中も施錠をしていることもある
が、外出傾向を把握して、一人ひとりを見守りながら
安全な生活を確保するように努めている。

5 4

○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、
事業所の実情やケアサービスの取組みを積
極的に伝えながら、協力関係を築くように
取り組んでいる

6 5

○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正し
く理解しており、玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでいる

4 3

○運営推進会議を活かした取組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告
や話し合いを行い、そこでの意見をサービ
ス向上に活かしている
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
スタッフ同士で利用者に対する言動や対応等、気付き
があればその都度話し合うようにしている。
必要に応じてカンファレンスでも取り上げ、全員で問
題を共有して虐待の防止に努めている。

(自己評価)
カンファレンスに外部講師として行政書士を招き、詳
しく成年後見人制度について学んだ。
いつでも活用できるよう、ホームに資料を置いてい
る。

(自己評価)
利用者の立場に立って契約書の内容を細かく説明し、
疑問や質問にも丁寧に対応するように心掛けている。

(自己評価)
２ヶ月に１度の運営推進会議、年２回の家族会で意見
交換の場を設けている。
行事へ招待した際や面会時にも要望を聞き、早期に検
討して対応している。

(外部評価)
代表者や管理者は家族との連絡を密にすることが、意
見や要望を出してもらいやすくする一番の方法と考え
ており、どんな意見や要望も真摯に受け止め運営に反
映するよう努力をしている。毎月「ひがし野便り」を
発行し家族に配布したり、電話や面会時にホームの行
事や利用者の生活の様子を伝えている。

9

○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用
者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な
説明を行い理解・納得を図っている

10 6

○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職
員並びに外部者へ表せる機会を設け、それ
らを運営に反映させている

7

○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につ
いて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業
所内での虐待が見過ごされることがないよ
う注意を払い、防止に努めている

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し合い、それら
を活用できるよう支援している
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愛媛県　ひがし野 平成２２年５月１２日

自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
カンファレンスで意見・質問を聞く機会が設けられて
おり、運営に職員の意見が反映されるようになってい
る。

(外部評価)
代表者は職員との日々のコミュニケーションを大切に
しており、月２回開催されるミーティングにも参加し
職員からの些細な意見でも聞くようにしている。ま
た、職員もよりよいホームの運営が利用者の利益につ
ながることを理解しており、代表者や管理者に提案を
している。

(自己評価)
定期的な個人面談の機会があり、代表者と職員がお互
いに理解を深め、気持ちよく働ける場となるよう努力
している。

(自己評価)
各研修会への参加や月２回のカンファで１回は外部講
師を招くなど、職員のスキルアップの機会が多く設け
られている。

(自己評価)
ＧＨ間の相互研修に参加したり、随時訪問する、され
るなどして交流を図っている。

(自己評価)
入所の前段階から本人、家族の意向や生活歴について
聞き取りやご家庭への訪問を行い、それを元に初期の
対応について検討している。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

○初期に築く本人との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、本人が
困っていること、不安なこと、要望等に耳
を傾けながら、本人の安心を確保するため
の関係づくりに努めている

13

○職員を育てる取組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケア
の実際と力量を把握し、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きながらトレーニ
ングしていくことを進めている

14

○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流す
る機会をつくり、ネットワークづくりや勉
強会、相互訪問等の活動を通じて、サービ
スの質を向上させていく取組みをしている

11 7

○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聞く機会を設け、反映させてい
る

12

○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整備に努めて
いる
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
入居前にケアに対する要望や入居する家族への想いを
傾聴するとともにホームの方針を充分に説明して信頼
関係が保てるように心掛けている。

(自己評価)
本人とご家族の意向や状況は事前に充分確認し、必要
に応じてデイサービスの利用など、よりニーズに即し
た対応ができるように留意している。

(自己評価)
昔唄った童謡や唱歌を一緒に唄ったり思い出話をしな
がら当時のことを教えてもらったりしている。
食事作りの時には利用者に調理法を教えてもらうな
ど、尊敬と感謝を言葉にしながら接している。

(自己評価)
ご家族には来所時あるいは毎月の報告にて電話や手紙
などで入居している家族の状況を伝えている。その際
御家族からは自宅での生活状況や要望等を聞くなど、
常にコミュニケーションを図っている。

(自己評価)
御家族や友人等の面会はいつでも受け入れている。
外出時には自宅の近所や職場等、思い出の場所を通る
ことができるよう支援している。
自宅に帰りたいと言われる方には実際に一緒に帰りな
がら住んでいた地域や過去の生活などを傾聴したりす
ることもある。

(外部評価)
近くのスーパーに出かけたり、行きつけの美容室に
行ったりしている。馴染みの回転寿司店で利用者の好
きなパンを特別に流してもらったりしている。利用者
の生家等を昔探検としてドライブし、利用者の昔話か
ら大切に思っている場所や人を把握するよう職員は努
力している。

19

○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場にお
かず、本人と家族の絆を大切にしながら、
共に本人を支えていく関係を築いている

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人
や場所との関係が途切れないよう、支援に
努めている

17

○初期対応の見極めと支援
サービスの利用を開始する段階で、本人と
家族等が「その時」まず必要としている支
援を見極め、他のサービス利用も含めた対
応に努めている

18

○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場にお
かず、暮らしを共にする者同士の関係を築
いている

16

○初期に築く家族等との信頼関係
サービスの利用を開始する段階で、家族等
が困っていること、不安なこと、要望等に
耳を傾けながら、関係づくりに努めている
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
常に入居者同士の関係に気を配り、関係を把握し、円
滑な人間関係作りと大きなトラブルの防止に努めてい
る。
レクリエーションや手伝いなどにはそれぞれができる
形で参加して楽しめるよう支援している。

(自己評価)
退所後でも、いつでも来所できるように声掛けをして
いる。施設に移った場合は電話や訪問などで経過の把
握に努めている。ご家族が行事に参加したり、準備段
階から手伝いに来てくれることもある。在宅に戻られ
た方が再び併設するデイを利用して馴染の関係を継続
できた例もある。

(自己評価)
一人ひとりの思いや希望、意向の把握に努め、生きが
いのある生活が送れるように支援している。
自分で表現する事が困難な方の場合はカンファレンス
で話し合い、複数の職員が本人本位にイメージングし
て検討している。

(外部評価)
日々のケアの中で極力声かけに努め、ときには利用者
のの居室でゆっくりと話を聴き希望や思いを把握して
いる。気付いた事は申し送りノートやカンファレンス
等で職員全員で共有し、できる事はすぐに実行するよ
う努めている。

(自己評価)
入居前の生活暦等をアセスメントし、今まで使ってい
た家具や仏壇、身の回りの物を居室に設置して入居前
の環境に近づけることで、安心して生活できるよう支
援している。
入浴の時間帯や散歩などの日課についても変化を 低
限に留められるよう支援している。

(自己評価)
毎朝バイタル測定を実施し、排泄時や入浴時に皮膚の
状態を確認し、心身状態の把握に努めている。
日常生活の中でできる事を探し、スタッフや他の入居
者と一緒に行えるよう支援している。

25
○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、
有する力等の現状の把握に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9

○思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向
の把握に努めている。困難な場合は、本人
本位に検討している

24

○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、
生活環境、これまでのサービス利用の経過
等の把握に努めている

21

○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが
孤立せずに利用者同士が関わり合い、支え
合えるような支援に努めている

22

○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これ
までの関係性を大切にしながら、必要に応
じて本人・家族の経過をフォローし、相談
や支援に努めている
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
月２回のカンファレンスで職員がユニットごとに分か
れて活発に意見を出し合い、介護計画を立てている。
モニタリングをし、本人と家族の意見を尊重しながら
介護計画を立てるよう努めている。

(外部評価)
担当制を取り入れており、担当者が生活の様子や健康
状態を把握して月２回のカンファレンスで話し合い、
本人や家族の希望を取り入れ介護計画を作成してい
る。３～６か月毎に見直しをしているが、状態の変化
に応じその都度対応している。

(自己評価)
気付きや変化はその都度記録に残すとともにカンファ
レンスで取り上げて情報を共有している。

(自己評価)
ケアマネジャーとも相談しながらニーズに応じた対応
ができるように努めている。
併設するデイサービスとも交流を図り、立地などの特
性を生かして流動的なサービスが提供できるように努
めている。

(自己評価)
中学校の職場体験で地元の中学生と交流したり文化祭
など地域行事に積極的に参加している。日々の買物や
月に一度の外食先には地域の店もよく利用し、馴染の
関係を築いている。

29

○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源
を把握し、本人が心身の力を発揮しながら
安全で豊かな暮らしを楽しむことができる
よう支援している

27

○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや
工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を
共有しながら実践や介護計画の見直しに活
かしている

28

○一人ひとりを支えるための事業所の多機
能化
本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ
れない、柔軟な支援やサービスの多機能化
に取り組んでいる

26 10

○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアの
あり方について、本人、家族、必要な関係
者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映し、現状に即した介護計画を作成
している
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
本人、家族の同意を得て協力病院からの往診を受けて
いる。また個人的に本人の馴染みのかかりつけ病院へ
の受診についても支援するように努めている。

(外部評価)
入居以前からのかかりつけ医で受診することも、協力
医の診察を受けることもできるようにしている。週１
回協力医が往診に訪れ、24時間体制で連携が取れてい
る。歯科医は月１回の往診があり、治療が必要な場合
は受診支援を行っている。健康診断は年１回受けるよ
うにしており、健康管理には十分配慮がされている。

(自己評価)
日常的に体調に関する気付きを看護職員に伝え、医療
機関への受診に繋げている。

(自己評価)
協力病院・救急病院への入院時には密に連絡を取り、
病状の経過や退院時期を相談するようにしている。
職員は出来る限りお見舞いに行き、入院中の心のケア
が出来るように努めている。

(自己評価)
入居時に重度化や終末期のありかたについて本人や家
族と話し合い、方針を決めている。
グループホームでの対応が困難な場合は家族と話し合
い、本人にとって安心して過ごせる施設へ移行するこ
とについても検討している。

(外部評価)
家族との話し合いの機会を密に持ち、主治医や看護師
等とも連携を取り方針や情報の共有に努めている。代
表者をはじめ職員全員で、利用者本位でできる限りの
ことをしたいとの思いがあり、研修会等にも積極的に
参加して行きたいと考えている。

終末期ケアに関する外部研修へ積極的に参加し、内部
での勉強会等を精力的に行うことにより、職員の技術
や精神面のさらなるレベルアップを図ることを期待し
たい。

33 12

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支
援
重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合い
を行い、事業所でできることを十分に説明
しながら方針を共有し、地域の関係者と共
にチームで支援に取り組んでいる

31

○看護職との協働
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた
情報や気づきを、職場内の看護職員や訪問
看護師等に伝えて相談し、個々の利用者が
適切な受診や看護を受けられるように支援
している

32

○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できる
ように、また、できるだけ早期に退院でき
るように、病院関係者との情報交換や相談
に努めている。または、そうした場合に備
えて病院関係者との関係づくりを行ってい
る。

30 11

○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業所
の関係を築きながら、適切な医療を受けら
れるように支援している
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
地域で実施されている救命訓練に職員が参加し、人工
呼吸法、ＡＥＤ使用法等を身につけている。

(自己評価)

年に１回消防署職員による避難訓練・消化器の使用法
などの指導を受けている。
また、月に１回ホーム独自で避難訓練・初期消火・通
報などの訓練を実施している。

(外部評価)
消防署の指導を得て夜間を想定し、また地域の自主防
災組織の協力を得て、年間２度の避難訓練を実施して
いる。救命救急に対応できる職員の養成やスプリンク
ラーの設置等の計画もあり防災に対する意識は高い。
運営推進会議を通じて近隣住民への協力も要請してい
るが協力体制が構築されているとまでは言えない。

非常事態に備え、近隣住民にも協力が得られる関係づ
くりや緊急連絡網の訓練を定期的な実施、家具類の固
定等の取り組みを期待したい。また、訓練で得たこと
や問題点を明確にし効率的に訓練を実施するために実
施記録を整備することを期待したい。

(自己評価)
スタッフ間での連絡の際は個人名の使用は避け、居室
番号で呼ぶなど配慮している。

(外部評価)
個人情報の取り扱いに関しては、全職員が十分認識し
ている。人生の先輩として尊敬の念を持ち、プライド
を傷つけることのないよう、日々優しく声かけを行
い、心を込めてケアに当たっている。

(自己評価)
利用者本位での生活を第一に考え、利用者の意思確認
を行なっている。
意思表示が難しい方にも二択にして質問したり筆談で
示すなど、工夫している。

37
○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表した
り、自己決定できるように働きかけている

35 13

○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を全職員が身
につけるとともに、地域との協力体制を築
いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ
バシーを損ねない言葉かけや対応をしてい
る

34

○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全て
の職員は応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行い、実践力を身に付けている
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
個々人の買物や外出の希望に対し、それに添えるよう
に努めている。
外出に参加したくない時は他のフロアのスタッフと協
力して留守番ができるなど、体調や精神状態には留意
しながらも「断る権利」を軽視しないよう努めてい
る。

(自己評価)
洋服を選んでもらったりその方らしい身だしなみがで
きるように支援している。
行きつけの美容室がある方は、そこに通えるよう支援
している。

(自己評価)

毎日食事作りや片付けは一緒に楽しくコミュニケー
ションを取りながらすすめている。
個々の希望や状態に合った食事を提供し、楽しい雰囲
気の中でおいしく食べられるように支援している。

(外部評価)
食事の準備や片付けを手伝っている利用者もいる。会
話を楽しみながら家庭的な雰囲気で食事ができるよう
配慮されており、好みによってパンやきざみ食も用意
されている。お茶の時間には好みで飲み物が選べるよ
う複数用意している。外食や行事の時はバイキング食
を提供している。

(自己評価)
一日の食事量と水分量をチェックして摂取量が把握で
きるよう記録に残している。
栄養のバランスを考え、職員が入居者の好みも聞きな
がら献立を考えている。
一人ひとりの嗜好に応じて支援している。

(自己評価)
食後の声掛けにて口腔ケアは定着しており、自分で出
来ない箇所は職員が介助している。
夜間は義歯をはずして洗浄し、毎日の清潔保持に努め
ている。

41

○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を
通じて確保できるよう、一人ひとりの状態
や力、習慣に応じた支援をしている

42

○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に応
じた口腔ケアをしている

39
○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができ
るように支援している

40 15

○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひと
りの好みや力を活かしながら、利用者と職
員が一緒に準備や食事、片付けをしている

38

○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その
日をどのように過ごしたいか、希望にそっ
て支援している
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
排泄パターンを把握するために記録を行い、それを参
考に本人の意向を確認して声掛け誘導をし、トイレで
の排泄支援を行っている。
失敗してしまった場合の声掛けや対応にもプライドを
傷つけないよう細心の注意を払っている。

(外部評価)
一人ひとりの排泄のチェックが詳細に記録され、排泄
パターンが把握されている。職員はさりげなく声かけ
をしながら排泄支援を行っている。また、チェック表
には摂取水分量も一緒にチェックすることができるた
め、一連で確認することができる。

(自己評価)
日々の水分量と食事量の確認、排便の有無をチェック
して３日無ければスタッフに周知して注意を払う。
また必要に応じてDr.の指示により緩下剤を試用する場
合もある。
毎週月・水・金には希望者にヤクルトを提供してい
る。

(自己評価)
個人の希望を聞き、強制はしない。必要に応じて清拭
や足浴等も利用して清潔保持を図っている。
時間帯も自由に選んでもらっている。
毎日入浴を希望する方には、ほぼ希望に添える形で支
援している。

(外部評価)
希望により毎日入浴することも可能で、少なくとも週
に３回は入浴できるよう支援を行っている。利用者の
心情を十分察し、声をかける方法やタイミング等を考
慮し、気持ちよく入浴を楽しんでもらえるよう工夫し
ている。状況により、足湯やシャワー浴を使用する利
用者もいる。

(自己評価)
疲れたときには居室で横になるなどして休めるように
支援している。
昼間はレクリエーションや散歩などで適度に体を動か
してもらい、良く睡眠が取れるように支援している。

45 17

○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて
入浴を楽しめるように、職員の都合で曜日
や時間帯を決めてしまわずに、個々に応じ
た入浴の支援をしている

46

○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に
応じて、休息したり、安心して気持ちよく
眠れるよう支援している

43 16

○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人
ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活か
して、トイレでの排泄や排泄の自立にむけ
た支援を行っている

44

○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物
の工夫や運動への働きかけ等、個々に応じ
た予防に取り組んでいる
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
薬の主・副作用を個人別にすぐ確認できるようにして
いる。服薬は本人の目の前で名前・日付・服薬タイミ
ングを確認し行なっている。

(自己評価)
ご家族とご本人のアセスメントから生活歴を把握し、
介護計画を立てている。役割や趣味を取り入れて生き
がいを持って生活できるように支援している。
季節の行事も積極的に取り入れている。

(自己評価)
毎日食事の買物に入居者と出掛け、買物やドライブ
等、希望に添えるように支援している。散歩は日課と
し、散策を楽しめるように努めている。
毎月１回は外出・外食に出かけており、他にも本人が
行ってみたい場所やホテル等での外食、年に一度のバ
ス旅行など、様々な外出の機会を設けている。

(外部評価)
毎日の食材の買い物にスーパーに出かけたり、ホーム
の近くにある季節の草花や農作物が楽しめる小道を散
歩したりしている。また、利用者の希望を取り入れな
がら外食をしたり、普段行けないようなところにも計
画を立てて外出している。利用者と職員が一緒になっ
てイベントに参加し、賞をもらったこともある。

(自己評価)
自己管理できる方には必要な日用品や嗜好品が買える
程度のお金をお小遣いとして渡している。そうでない
方は職員が管理し、毎日の買物時に希望を聞くなどし
て一緒に購入できるように支援している。

(自己評価)
家庭の事情によりこちらから連絡できない場合を除い
て、訴えがあれば電話を掛けられるように支援してい
る。51

○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援を
している

49 18

○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外
に出かけられるよう支援に努めている。ま
た、普段は行けないような場所でも、本人
の希望を把握し、家族や地域の人々と協力
しながら出かけられるように支援している

50

○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを
理解しており、一人ひとりの希望や力に応
じて、お金を所持したり使えるように支援
している

47

○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作
用、用法や用量について理解しており、服
薬の支援と症状の変化の確認に努めている

48

○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支
援をしている
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自己
評価

外部
評価 項　　目 実践状況

次のステップに向けて期待したい内容
（外部評価のみ）

(自己評価)
利用者がくつろいでいる場所で職員の話し声や食器の
音などで不快にならないように気をつけている。
食事の際はリラックスできるＢＧＭを流している。
季節の花も生け花のレクで作った物を居室やリビング
に飾って雰囲気を出している。

(外部評価)

リビングには、座り心地のよいソファがあり、ゆった
りくつろげる。天窓からは心地よい光が差し込み、さ
らに季節を感じさせる装飾が華やかに飾り付けられ、
季節の移り変わりを感じることができる。食事をとる
空間とくつろぐ空間を明確に分けており、生活にメリ
ハリをつける工夫がなされている。

(自己評価)
全体でのレクリエーションや行事にのみ捉われる事な
く、ソファーでテレビを見ながらくつろぐ方や、ベラ
ンダでタバコを吸う方、居室で本を読まれる方など、
思い思いの過ごし方も尊重している。

(自己評価)
自宅で使っていた家具や小物などは自由に持ち込んで
置いて貰っている。
以前の暮らしに近づける空間づくりを心掛けている。

(外部評価)
居室前には、顔写真の入ったフレームを飾り、入り口
には各人の好みの素敵な暖簾をかけている。どの部屋
からも庭や裏山が眺められ、自然の移り変わりを感じ
取ることができる。テレビ、タンス、愛用の時計など
を置き、お花や写真、人形等を飾って、自分の部屋ら
しく、居心地よく過ごせるよう工夫している。

(自己評価)
設計段階から入居者の方が自由にいきいきと生活でき
る作りにしている。
特に台所はカウンターの両側から入れるようになって
おり、視線を遮る仕切りもなく、リビング・ダイニン
グと一体になって料理作りが楽しめる環境になってい
る。

55

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり
建物内部は一人ひとりの「できること」や
「わかること」を活かして、安全かつでき
るだけ自立した生活が送れるように工夫し
ている

53

○共用空間における一人ひとりの居場所づ
くり
共用空間の中で、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせるよ
うな居場所の工夫をしている

54 20

○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族
と相談しながら、使い慣れたものや好みの
ものを活かして、本人が居心地よく過ごせ
るような工夫をしている

52 19

○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって
不快や混乱をまねくような刺激（音、光、
色、広さ、温度など）がないように配慮
し、生活感や季節感を採り入れて、居心地
よく過ごせるような工夫をしている
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